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生雲小コミスクだより 

新学期が始まり、１か月が過ぎました。５月の連休も明け、１９名の児童は、みんな元気

に登校しています。とても良いスタートが切れたと嬉しく思います。 

 ５月６日(木)に、全校朝会の中で、次のような話をしました。 

 

『ある男がヨーロッパからオーストラリアに移住してきました。男はオーストラリアに

は年中花が咲いているのに、ミツバチをあまり見ないのに気づきました。ここでミツバチを

飼えばどんどん蜂蜜（はちみつ）がとれ大もうけができるに違いないと思ったのです。そう

思った男は、ヨーロッパから最良種のミツバチを取り寄せました。はじめの 1～2年は大成

功でした。どんどん蜜がとれました。しかし、そのうち、蜂は全く蜜を作らなくなったので

した。さてどうしてでしょう？ 

その訳は、年中花があるからです。蜂にしてみれば、限られた時期にしか花が咲かないか

らこそ、その時期にせっせと蜜を集め花のない冬に備えるのです。それが、年中花があるな

ら、わざわざ蜜を蓄える必要がないのです。欲しくなったら飛んでいっていつでも花の蜜を

吸えばいいのです。男の計画は大失敗に終わりました。』 

 

 当然、花がなくては蜜ができないので、花は多い方が良いのですが、 

年中花があるのが良いかどうかわかりません。私たち人間の場合はどう 

でしょうか。今の世の中、豊かすぎて、日常において不自由なこともほ 

とんどありません。手を伸ばせばいつでも花がある生活が今を生きる 

人にどのような影響を及ぼすのでしょうか？今は、コロナ禍で生活に 

制限されることも多くなりました。不便だからこそ得られるものもある 

と思います。人間として工夫することで多くの蜜を得ることもできる 

のではないかと締めくくりました。 

子どもたちには、自分自身で考え、工夫する学校生活を送ってほしいと思います。 

   

  ５月１０日（月） 租税教室(６年生) 

    １１日（火） １年生を迎える会 

１４日（金） さくら小交流学習(合同スポーツテスト)会場：本校 

１７日（月） 防犯教室 引き渡し訓練 

    ２０日、２１日（木、金） ６年生修学旅行（萩方面） 

    ２５日（火） 長門峡スケッチ大会 

    ２６日（水） 集金日 ベルマーク・古切手 環境学習 

    ２７日（木） 全国学力・学習状況調査（６年生） 眼科検診 

    ２８日（金） 参観日・プール清掃 給食試食会（１年生） 
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 ４月１６日（金）、参観日・学年懇談会・愛育会総会を行いました。 

授業参観では、真剣に取り組むいつもの授業態度を、保護者の方に見ていた

だけたと思います。コロナが収まったら地域の皆様にも御覧いただけるよ

う、学校を開放していきたいと考えています。 

   
 

 

 月に２回ほど移動図書館「ぶっく

ん」に来ていただいています。児童

はみんな楽しみにしており、たくさ

んの本を借りていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月６日（木）、スピーチリレーを

行いました。一人一人がお勧めの一

冊を紹介しました。表現力を身に付

ける取組として今後も続けること

で、人前でも緊張せずに発表できる

ようになればいいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


